










９ １０

●シリコングリス

使用可能なバッテリーの種類

バッテリーの装着および交換

図１

●減光フィルター

！ 注意

シンクロコードの接続（水中カメラ・一眼レフハウジング等での撮影時）

●スレーブキャップ

図２

図３

１．バッテリーキャップを反時計回りに回し取り外します。（図１）
２．ラベルが上向きになるようにしてバッテリーを本体に入れます。（図２）
３．バッテリーのコネクタを本体の奥まで差し込みます。（図３）
４．バッテリーキャップ内側の△マーク（凹部）と本体の凸部を合わせて

ケースに取り付け、時計回りにねじ込みます。（図４）

※バッテリーコネクタのコードや紐をはさみ込まないよう、ご注意ください。

本製品に使用できるバッテリーは、当社ＹＳ-２５０ＰＲＯ用バッテリー（５４
１０２）のみです。指定バッテリー以外は使用しないでください。ガスが発
生し破裂の恐れがあります。

本製品をご使用いただく前に、すべての付属品が入っていることをご確
認ください。

付属品

撮影の前に
●バッテリーの装着および交換は、本体の水分を充分に拭き取り、乾い

た手で作業をおこなってください。特に毛髪やウェットスーツからの水
滴にご注意ください。感電や製品のカビ・故障・浸水の原因になります。

●バッテリーコネクタを抜くときは、リード線を引っ張らないでください。

５．バッテリーキャップを完全に閉めた後、キャップを反時計周りに少し戻
　　し、本体上面とキャップにある目印を合わせます。（図５）

ストロボコネクターをもつ水中専用カメラや水中カメラハウジングで本製
品を使用する場合にシンクロコード（オプション）を使用します。

《ストロボ側コネクターの接続方法》

１. シンクロコードのＯリングに傷・ゴミ等がない
ことを確認し、付属のシリコングリスを薄く塗
ります。

２. ストロボ側コネクターの凸部とシンクロコード
（５穴）側コネクターの凹部を合わせて、まっ
すぐに差し込みます。（Ａ) をストロボ側のネ
ジに合わせ、止まるまで回し、確実に固定し
ます。

３. シンクロコードを外すときは、（Ａ) をゆるめ、
シンクロコードのコネクター部の根元をしっ
かり持ち、まっすぐに引き抜きます。コード
をねじったり、ひっぱったりすることは絶対に避けてください。
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！ 注意

光ファイバーケーブルの接続（コンパクトデジタルカメラ等での撮影時など）

図６

フック

増灯用コネクタ

スレーブセンサー

４．（Ｃ) を確実に締めつけます。

５．シンクロコードを外すときは、（Ｃ）→（Ｂ）の順にゆるめ、（Ａ）をまっす
ぐに引き抜きます。コードをねじったり、ひっぱったりすることは絶対
に避けてください。

●シンクロコードを取り外したときは、必ずコネク
ターキャップをしてコネクターを保護してくださ
い。（図６）

●シンクロコードを取り外して水洗いするときは、
必ずコネクターキャップをしてからおこなってく
ださい。

●コネクターの金属端子部を指で触ったり、シリコングリスを付着させな
いでください。万一、シリコングリスが付着した場合は、アルコールで
清掃してください。

本製品は、内蔵のスレーブセンサーでメインとなる他のストロボやカメラ
の内蔵フラッシュ等の発光を感知し、それに同調して発光することができ
ます。本製品をコンパクトデジタルカメラと組み合わせてご使用される場
合、およびメインストロボのサブストロボとしてスレーブ発光させる場合は、
光ファイバーケーブル（オプション）をご使用ください。光ファイバーケーブ
ルを使用しない場合、撮影条件によっては発光しないことがあります。

※構造上、光ファイバーケーブルが使用できないデジタルカメラハウジ
ングがあります。

１．光ファイバーケーブルのコネクターをス
レーブセンサー部の穴に止まるまで差し
込み、メインとなる他のストロボ等と接続
します。

※本製品にはスレーブセンサーが２箇所
あります。

２．光ファイバー用フックにケーブルを通し
ます。

１．光ファイバーケーブルのコネクターを、本製品の増灯用コネクタ部の
穴に止まるまで差し込み、サブストロボのスレーブセンサーと接続し
ます。

●ご使用になる前に、必ずシンクロコードの取扱
説明書をよくお読みください。

●シンクロコードで接続されたストロボを２灯使用して撮影する場合、本
製品以外のストロボと組み合わせてご使用になると、発光が不安定
になることがあります。

１．シンクロコードのＯリングに傷・ゴミ等がない
ことを確認し、付属のシリコングリスを薄く塗
ります。

２．カメラ側コネクターの凸部とシンクロコード（５
穴）側コネクターのマーク（○印）を合わせて、
まっすぐに差し込みます。

３．（Ｂ) をカメラ側のネジに合わせ、止まるまで
回し、確実に固定します。

スレーブセンサー

！ 注意

●本製品は被写体からの反射光をスレーブセンサーが感知して発光し
ますが、反射光が少なすぎる場合には発光しません。

●本製品をご使用中に、他の人が使用しているストロボが発光した場合、
　 本製品も発光してしまうことがあります。

《カメラ側コネクターの接続方法》

《ストロボとの接続方法》
【サブストロボとしてスレーブ発光させる場合】

【メインストロボとして、サブストロボにスレーブ発光させる場合】

シンクロコードＮ














